県営住宅駐車場の管理に関する事務取扱要領

　（目的）

第１条　この要領は、静岡県県営住宅条例（以下「条例」という。）第36条の規定に基づき、県が共同施設として県営住宅団地内に設置した有料の駐車場の管理に関し必要な事項を定めるものとする。

　（借受けの申込み）

第２条　駐車場の借受けを希望する入居者は、静岡県県営住宅条例施行規則（以下「規則」という。）様式第17号による駐車場使用申込書に自動車検査証の写しその他知事が必要と認める書類を添えて知事に申し込まなければならない。なお、２台目の申込みの場合は、駐車場使用申込書の備考欄に、１台目の駐車番号と２台目の申込みであることを補記しなければならない。
（申込者の資格）

第３条　駐車場の借受けの申込みができる者は、当該県営住宅の入居者であって、以下の各号のいずれにも該当するものとする。

（1）駐車場を使用する者が、入居者又はその同居者（同居を認められた者に限る。以下同じ。）であること。

（2）入居者又はその同居者が専ら自己の用に供する自動車（用途変更の承認を受けた入居者に係る個人タクシー又は介護タクシーを含む。）を有する者であること。

（3）入居者又はその同居者が県営住宅の家賃、損害賠償金等の未納がない者であること。

（4）高額所得者でないこと。

（5）入居者又はその同居者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。

（6）入居者又はその同居者が公営住宅法又は条例に違反していないこと。

２　前項の規定にかかわらず、入居者又はその同居者に対して介護等を行う者が使用する自動車を駐車させることが特に必要な入居者については、駐車場の借受けの申込みを認めることができるものとする。

３　前項の規定により入居者又はその同居者に対して介護等を行う者が使用する自動車の駐車を希望する入居者は、その必要とする理由を記した申立書等を知事に提出しなければならない。

（自動車の要件）

第４条　駐車場の使用対象となる自動車は、幅1.8メートル以下、長さ4.9メートル以下のもので、隣接する区画を使用する自動車の駐車及び通行に支障を来たさないものとする。

２　前項の規定にかかわらず、知事は、駐車場区画の広さその他周囲の状況に応じ、別に条件を定めることができる。

３　駐車場を使用する自動車の台数は、１世帯につき１台までとする。ただし、駐車場に一定の空き区画がある場合で、特別の事情があるときは、知事は、当該団地の駐車場利用率、入居者の高齢化率、空き家の入居申込み状況等を勘案の上、団地ごとに２台目の使用を認めることができる。
４　前項ただし書の規定による２台目の使用承認期間は、申込書受理月の翌月以降初日からとする。

　（借受人の決定）

第５条　借受け申込者の数が、駐車場区画数を超える場合は、知事は、公開抽選により上位者から借受人を決定し、補欠者については、補欠者名簿に登録する。

２　知事は、借受人として決定された者が辞退し、若しくは決定を取り消されたとき、又は駐車場が返還され、空き区画が生じたときは、前項の補欠者名簿の順位に従い、新たな借受人を決定する。

３　前２項の場合において、駐車場の使用者が障害者等で特に駐車場の使用を必要とするものである場合は、知事は、優先して決定することができる。

　（使用の承認）

第６条　知事は、借受人を決定した場合は、様式第１号による使用承認書を交付するものとする。

２　知事は、不承認と決定した場合は、様式第２号による駐車場使用不承認通知書により申込者に通知するものとする。

（使用の承認期間）

第７条　駐車場の使用承認期間は、承認の日から当該県営住宅を退去する日までとする。

２　第３条第２項又は第４条第３項ただし書の規定により駐車場の使用を認める場合における駐車場の使用承認期間は、承認の日から１年以内とすることができる。この場合において、使用承認期間満了の７日前までに借受人から駐車場返還届の提出がなく、かつ、知事が借受人に対して駐車場の明渡しを求めていないときは、使用承認期間を更に１年更新し、その後も同様とすることができる。

　（返還届の提出）

第８条　駐車場の借受人が当該承認期間満了前において使用を中止する場合は、様式第３号による駐車場返還届を中止予定日の７日前までに知事に提出しなければならない。

（禁止行為）

第９条　駐車場の使用者は、次の各号の一に該当する行為をしてはならない。

（1）使用承認を受けていない自動車を駐車場内で駐車すること。

（2）駐車区画を第三者に転貸し、又はその使用権を他の者に譲渡すること。

（3）駐車場内に引火性若しくは発火性の物品又は他の者の駐車の支障となる物品を持ち込むこと。

（4）駐車区画の原状を変更し、又はこれに工作物等を設置すること。

（5）駐車区画を自動車の駐車以外の用途に供すること。

（6）その他駐車場の管理上支障となる行為をすること。

　（使用承認の取消）

第10条　知事は、使用の承認を受けた者が次の各号のいずれかに該当する場合は、使用の承認を取り消し、駐車場の明渡しを請求することができる。

（1）不正の行為によって使用の承認を受けたとき。

（2）入居者が第３条の資格がなくなったとき。

（3）使用する自動車が第４条の要件を具備しなくなったとき。

（4）借受人が駐車場料金を３か月以上滞納したとき。

（5）入居者又はその同居者が暴力団員であることが判明したとき。

（6）正当な理由がなく20日以上駐車場を使用しないとき。

（7）駐車場又はその附帯する設備を故意に毀損したとき。

（8）条例、規則、要領又はこれらに基づく知事の指示命令に違反したとき。

（9）前各号に規定するほか、駐車場の管理上必要があると認められるとき。

（保管場所の証明）

第11条　知事は、駐車場の使用者から自動車の保管場所の確保等に関する法律施行規則（平成３年国家公安委員会規則第１号）第１条第２項第１号に規定する自動車の保管場所として使用する権限を有することを疎明する書面（同規則第３条の手続きを含む）の交付の申請（様式第４号）があったときは、その内容を審査し、適当と認めるときは自動車保管場所使用承諾証明書を使用者（家賃、駐車場使用料、損害賠償金等の未納がある者を除く。）に交付するものとする。

２　駐車場の使用者は、前項の申請に際しては、自動車検査証、並びに自動車の買い替え等の場合にあたっての購入契約書又は注文書の写しを添付しなければならない。
（保管自動車の変更）

第12条　駐車場の使用者は、使用承諾を受ける車両を変更する場合は、保管自動車変更届（様式第５号）を知事に提出しなければならない。

　（県の損害賠償）

第13条　県は、駐車場内における自動車の盗難、損傷等の事故及び人身事故が発生したことにより、使用者が損害を受けることがあっても、その損害の責めを負わない。

（管理の特例）

第14条　条例第37条の規定により静岡県住宅供給公社又は市町が県営住宅及び共同施設の管理を行う場合におけるこの要領の規定の適用についての技術的読替えは、別表のとおりとする。

　　附　則

　（施行期日）

　この要領は、昭和51年４月１日から施行する。

　昭和54年２月27日（改訂）

　　　附　則

　この要領は、平成10年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この要領は、平成18年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この要領は、平成20年４月１日から施行する。

附　則

　この要領は、平成24年３月21日から施行する。

附　則

　この要領は、平成25年４月１日から施行する。
附　則

　この要領は、令和３年４月１日から施行する。

　別表

	読み替える規定
	読み替えられる字句
	読み替える字句

	第２条
	知事に
	静岡県住宅供給公社理事長又は市町長に

	第３条第３項、第４条第２項から第４項まで、第５条、第６条、第７条第２項、第８条、第10条、第12条
	知事
	静岡県住宅供給公社理事長又は市町長

	第13条
	県
	県及び静岡県住宅供給公社又は市町

	様式第１号
	知事に
	静岡県住宅供給公社理事長又は市町長に

	
	知事が
	静岡県住宅供給公社理事長又は市町長が

	
	静岡県知事
	静岡県住宅供給公社理事長

市町長

	様式第２号、様式第３号
	静岡県知事
	静岡県住宅供給公社理事長

市町長


